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図
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全
国
の
醤
油
の
展
示
お
よ
び
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
醤
油
を
活
用
し
た
商
品
開
発
を
し
て
い
る
喜
多
方
高
等
学
校

生
活
部
の
販
売
ブ
ー
ス
を
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め
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油
に
関
連
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た
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ま
ざ
ま
な
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を
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で
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ひ
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さ
い
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商工観光課 商工業・雇用・創業支援班 ☎（24）5233問

場
　所  

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

参
加
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無
料
　
　申
し
込
み  

不
要

11
月
14
日（
土
）  

午
後
１
時
30
分
〜
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受
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付
け
は
午
後
１
時
〜
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4～地元企業の優れた技術力や魅力的な自社商品をより多くの市民・来場者に周知・PRする商工業の祭典～

【主催・問い合わせ】 会津喜多方商工会議所　☎（24）3131

工業ブース

農業ブース

商業ブース グルメ＆カフェブース

ワーク＆スタディブース

来場者に企業の技
術をＰＲ、自社製品
の展示や事業内容
を紹介。

衣料品や化粧品、
雑貨、食料品など、
多種多様な地元
企業の商品を販売。

お菓子やパン、コ
ーヒー、軽食など
の販売。
キッチンカーでの
出店も可能。

事業者が先生役と
なり、来場者を対象
とした作業体験や
ミニ講座を実施。

採れたての野菜や
お米などの地元
農産物や加工品
などを販売。

その他、働く車の展示や乗車体験、丸太切り
体験などの催しもあるよ♪

※内容は変更となる
　場合がございます。

NEW!

きたかた産業フェア2026 同日開催！きたかた産業フェア2026 同日開催！
【時間】 午前９時～午後４時　【場所】 喜多方プラザ文化センター

基 調 講 演

実行委員長から皆さまへ冠 木  紳一郎

　世界が認めた発酵調味料
の醤油と和食の魅力で、新
たな発見を共有したいと思
います。
　気軽に参加してください。

パネルディスカッション

司会
　紅林  孝幸 氏
ゲストパネラー
　和田  明日香 氏

（料理家・食育インストラクター）
パネラー　　　　　　　
  ・高橋　万太郎 氏（㈱伝統デザイン工房代表）
  ・喜多方高等学校生活部の皆さま
  ・冠木　紳一郎 氏（㈲若喜商店）

▲ 和田 明日香 氏

「福島式醤油製造について」

ゲスト
　紅林  孝幸  氏
　（福島県醤油醸造協同
　  組合工場長）

福島式醤油製造とは？
　1964 年（昭和 39 年）に設立された福島県醤油醸
造協同組合が中心となり生まれた仕組みで、後に
全国の共同工場のモデルとなりました。

▲ 紅林  孝幸 氏

▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

最
新
の
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ベ
ン
ト
情
報
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チ
ラ

▶
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ



全
国
醤
油
サ
ミ
ッ
ト
と
は
？

全
国
醤
油
サ
ミ
ッ
ト
と
は
？

全
国
醤
油
サ
ミ
ッ
ト
は
日
本
の
食
文
化
の
原
点
で
あ
る
醤
油
に
着
目
し
、

全
国
、世
界
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、日
本
の
食
文
化
に
不
可
欠
な
調

味
料
で
あ
る
醤
油
へ
の
理
解
・
消
費
の
増
進
を
図
り
、今
後
の
醤
油
文
化
の

さ
ら
な
る
発
展
と
醤
油
を
活
か
し
た
ま
ち
お
こ
し
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
醤
油
サ
ミ
ッ
ト
は
日
本
の
食
文
化
の
原
点
で
あ
る
醤
油
に
着
目
し
、

全
国
、世
界
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、日
本
の
食
文
化
に
不
可
欠
な
調

味
料
で
あ
る
醤
油
へ
の
理
解
・
消
費
の
増
進
を
図
り
、今
後
の
醤
油
文
化
の

さ
ら
な
る
発
展
と
醤
油
を
活
か
し
た
ま
ち
お
こ
し
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、本
市
で
開
催
さ
れ
る
の
か

な
ぜ
、本
市
で
開
催
さ
れ
る
の
か

醤
油
に
は「
こ
い
く
ち
」「
う
す
く
ち
」「
た
ま
り
」「
再
仕
込
み
」「
白
」の
５

種
類
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
名
産
地
や
文
化
が
根
付
く
地
域
で
全
国
醤
油
サ

ミ
ッ
ト
は
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

古
く
か
ら
醸
造
文
化
が
盛
ん
で
、喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
や
山
都
そ
ば
、塩
川

鳥
モ
ツ
な
ど
、醤
油
を
活
用
し
た
食
文
化
が
全
国
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
本

市
に
お
い
て
、開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

醤
油
に
は「
こ
い
く
ち
」「
う
す
く
ち
」「
た
ま
り
」「
再
仕
込
み
」「
白
」の
５

種
類
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
名
産
地
や
文
化
が
根
付
く
地
域
で
全
国
醤
油
サ

ミ
ッ
ト
は
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

古
く
か
ら
醸
造
文
化
が
盛
ん
で
、喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
や
山
都
そ
ば
、塩
川

鳥
モ
ツ
な
ど
、醤
油
を
活
用
し
た
食
文
化
が
全
国
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
本

市
に
お
い
て
、開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

見
て
、買
っ
て
、味
わ
う
！
広
が
る
醤
油
の
世
界
！

見
て
、買
っ
て
、味
わ
う
！
広
が
る
醤
油
の
世
界
！

全
国
の
醤
油
の
展
示
お
よ
び
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
醤
油
を
活
用
し
た
商
品
開
発
を
し
て
い
る
喜
多
方
高
等
学
校

生
活
部
の
販
売
ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、醤
油
に
関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス

を
設
け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

全
国
の
醤
油
の
展
示
お
よ
び
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
醤
油
を
活
用
し
た
商
品
開
発
を
し
て
い
る
喜
多
方
高
等
学
校

生
活
部
の
販
売
ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、醤
油
に
関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス

を
設
け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

醸
しつ

な
げ
る

商工観光課 商工業・雇用・創業支援班 ☎（24）5233問

場
　所  

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

参
加
費  

無
料
　
　申
し
込
み  

不
要

11
月
14
日（
土
）  

午
後
１
時
30
分
〜

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
〜

～地元企業の優れた技術力や魅力的な自社商品をより多くの市民・来場者に周知・PRする商工業の祭典～

【主催・問い合わせ】 会津喜多方商工会議所　☎（24）3131

工業ブース

農業ブース

商業ブース グルメ＆カフェブース

ワーク＆スタディブース

来場者に企業の技
術をＰＲ、自社製品
の展示や事業内容
を紹介。

衣料品や化粧品、
雑貨、食料品など、
多種多様な地元
企業の商品を販売。

お菓子やパン、コ
ーヒー、軽食など
の販売。
キッチンカーでの
出店も可能。

事業者が先生役と
なり、来場者を対象
とした作業体験や
ミニ講座を実施。

採れたての野菜や
お米などの地元
農産物や加工品
などを販売。

その他、働く車の展示や乗車体験、丸太切り
体験などの催しもあるよ♪

※内容は変更となる
　場合がございます。

NEW!

きたかた産業フェア2026 同日開催！きたかた産業フェア2026 同日開催！
【時間】 午前９時～午後４時　【場所】 喜多方プラザ文化センター

基 調 講 演

実行委員長から皆さまへ冠 木  紳一郎

　世界が認めた発酵調味料
の醤油と和食の魅力で、新
たな発見を共有したいと思
います。
　気軽に参加してください。

パネルディスカッション

司会
　紅林  孝幸 氏
ゲストパネラー
　和田  明日香 氏

（料理家・食育インストラクター）
パネラー　　　　　　　
  ・高橋　万太郎 氏（㈱伝統デザイン工房代表）
  ・喜多方高等学校生活部の皆さま
  ・冠木　紳一郎 氏（㈲若喜商店）

▲ 和田 明日香 氏

「福島式醤油製造について」

ゲスト
　紅林  孝幸  氏
　（福島県醤油醸造協同
　  組合工場長）

福島式醤油製造とは？
　1964 年（昭和 39 年）に設立された福島県醤油醸
造協同組合が中心となり生まれた仕組みで、後に
全国の共同工場のモデルとなりました。

▲ 紅林  孝幸 氏

「福島式醤油製造について」

▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

最
新
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
は

コ
チ
ラ

▶
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ

広報きたかた　2026. 10 〇3
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　「
浄
化
槽
の
日
」は
、浄
化
槽
法

が
昭
和
60
年
10
月
１
日
に
全
面

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

昭
和
62
年
に
当
時
の
厚
生
省
、建

設
省
、環
境
省
の
３
省
の
呼
び
か

け
に
よ
り
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
環
境
に
や
さ
し
く
、地
震
な
ど

災
害
に
も
強
い
、最
も
身
近
な
生

活
排
水
処
理
施
設
で
あ
る
浄
化

槽
は
設
置
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

定
期
的
な
維
持
管
理
を
す
る
こ

と
で
健
全
な
水
環
境
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
、家
庭
か
ら
の
生
活

排
水
を
き
れ
い
な
水
に
戻
し
、川

な
ど
に
放
流
す
る
小
型
の
生
活

排
水
浄
化
設
備
で
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
未
処
理
の
ま

ま
の
生
活
排
水
が
住
宅
地
内
の

側
溝
に
放
流
さ
れ
る
と
、側
溝
に

汚
れ
が
こ
び
り
つ
き
悪
臭
の
も

と
に
な
る
だ
け
で
な
く
、河
川
に

流
れ
水
質
の
悪
化
を
招
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。水
質
を
守
る
た
め

に
は
、公
共
下
水
道
等
や
合
併
処

理
浄
化
槽
で
生
活
排
水
の
汚
れ

を
処
理
し
、き
れ
い
に
し
た
水
を

排
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

　
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
、

ト
イ
レ
の
排
水
と
生
活
雑
排
水

（
台
所
、お
風
呂
、洗
濯
な
ど
の
排

水
）を
併
せ
て
処
理
し
ま
す
。

　
下
水
道
区
域
外
の
地
域
で
、新

築
す
る
な
ど
新
た
に
設
置
す
る

と
き
は
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽

　
ト
イ
レ
の
排
水
の
み
を
処
理

し
ま
す
。生
活
雑
排
水
は
そ
の
ま

ま
放
流
さ
れ
る
た
め
、悪
臭
や
水

質
汚
染
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。平
成
13
年
度
か
ら
は

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」

浄
化
槽
の
種
類
と

は
た
ら
き

浄
化
槽
の
種
類
と

　私たちの暮らしから出る生活排水は、河川などの自然環境に大きな影響を与えます。
　きれいな水を守るために、浄化槽の設置や管理を行い、自然からもらった水を私たちみずからが
浄化し、自然に戻すというライフスタイルについて考えましょう。

　私たちの暮らしから出る生活排水は、河川などの自然環境に大きな影響を与えます。
　きれいな水を守るために、浄化槽の設置や管理を行い、自然からもらった水を私たちみずからが
浄化し、自然に戻すというライフスタイルについて考えましょう。

きれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐ水きれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐ水きれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐ水きれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐ水

出典：公益社団法人 福島県浄化槽協会ホームページ
(https://f-jkjk.com/jokaso/sikumi.php)

　浄化槽は、小型でありながらすぐれた性能を持っていま
すが、適切な維持管理がなければ性能を発揮できません。
　浄化槽法により保守点検・清掃・法定検査を定期的に
行うことが義務づけられています。これは、家庭から出る
汚れた水をきれいにする機能を、正常に保つための重要な
作業です。

継続的な維持管理

委託委託 委託委託 受検受検

浄化槽管理者

保守点検 法定検査清　掃

保守点検

清　　掃

法定検査

　浄化槽の機能を常時、正常に維持するために、浄化槽の点検、調整、補修、消毒剤の補充などを行います。
保守点検は定期的に行い、一般的には４カ月に１回以上行うよう浄化槽法で義務づけられています。県の

登録を受けた浄化槽保守点検業者と委託契約を結び定期的に実施しましょう。

　浄化槽内に生じた汚泥、スカムなどの引き出し、その後の槽内の汚泥などの調整、
各装置の洗浄、掃除などを行います。

浄化槽の清掃は、毎年１回（全ばっ気型浄化槽は年２回）実施しなければなりません。
清掃は、市の許可を受けた浄化槽清掃業者に依頼して、確実に実施しましょう。清掃後
は「浄化槽清掃記録票」が交付されますので、３年間保存してください。

▲市内保守点検
　業者と浄化槽
　清掃業者

　浄化槽が正しく設置され適正に維持管理されているかどうかを客観的に確認するために、県が指定する
検査機関（（公社）福島県浄化槽協会）による検査を受けることが浄化槽法で義務づけられています。
　法定検査には、浄化槽法第７条に基づく検査と第 11 条に基づく検査があり、外観検査・水質検査・書類
検査の３つを実施します。
法第７条検査
　浄化槽が適正に施工され、適正な機能を発揮しているかどうかを調べる検査です。浄化槽の使用開始後
３カ月を経過した日から５カ月の間に受検してください。検査手数料は浄化槽管理者負担となります。
法第 11 条検査
　毎年１回受けることが義務づけられている検査です。浄化槽が適正に管理され、正常に機能しているか
どうか、放流水を採取して水質などを検査します。検査手数料は浄化槽管理者負担となります。

問上下水道課  下水道総務係 ☎（24）5250

維持管理には一括契約が便利

合併処理浄化槽を設置しませんか

　合併処理浄化槽の一括契約は、浄化槽管理者の義務である保守点検・清掃・法定検査をまとめて契約で
きるため、大変便利です。契約の手続きは、保守点検業者または担当窓口に問い合わせください。

●公共下水道等区域の方は、かならず下水道への接続をお願いします。
●個人住宅用の単独処理浄化槽や汲み取り便槽は、合併処理浄化槽への転換をおすすめしています。転換
には、「喜多方市浄化槽設置整備事業補助金」を活用できますので、申請を検討する場合は、事前に担当窓口
に問い合わせてください。



　「
浄
化
槽
の
日
」は
、浄
化
槽
法

が
昭
和
60
年
10
月
１
日
に
全
面

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

昭
和
62
年
に
当
時
の
厚
生
省
、建

設
省
、環
境
省
の
３
省
の
呼
び
か

け
に
よ
り
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
環
境
に
や
さ
し
く
、地
震
な
ど

災
害
に
も
強
い
、最
も
身
近
な
生

活
排
水
処
理
施
設
で
あ
る
浄
化

槽
は
設
置
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

定
期
的
な
維
持
管
理
を
す
る
こ

と
で
健
全
な
水
環
境
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
、家
庭
か
ら
の
生
活

排
水
を
き
れ
い
な
水
に
戻
し
、川

な
ど
に
放
流
す
る
小
型
の
生
活

排
水
浄
化
設
備
で
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
未
処
理
の
ま

ま
の
生
活
排
水
が
住
宅
地
内
の

側
溝
に
放
流
さ
れ
る
と
、側
溝
に

汚
れ
が
こ
び
り
つ
き
悪
臭
の
も

と
に
な
る
だ
け
で
な
く
、河
川
に

流
れ
水
質
の
悪
化
を
招
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。水
質
を
守
る
た
め

に
は
、公
共
下
水
道
等
や
合
併
処

理
浄
化
槽
で
生
活
排
水
の
汚
れ

を
処
理
し
、き
れ
い
に
し
た
水
を

排
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

　
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
、

ト
イ
レ
の
排
水
と
生
活
雑
排
水

（
台
所
、お
風
呂
、洗
濯
な
ど
の
排

水
）を
併
せ
て
処
理
し
ま
す
。

　
下
水
道
区
域
外
の
地
域
で
、新

築
す
る
な
ど
新
た
に
設
置
す
る

と
き
は
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽

　
ト
イ
レ
の
排
水
の
み
を
処
理

し
ま
す
。生
活
雑
排
水
は
そ
の
ま

ま
放
流
さ
れ
る
た
め
、悪
臭
や
水

質
汚
染
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。平
成
13
年
度
か
ら
は

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」

浄
化
槽
の
種
類
と

は
た
ら
き

　私たちの暮らしから出る生活排水は、河川などの自然環境に大きな影響を与えます。
　きれいな水を守るために、浄化槽の設置や管理を行い、自然からもらった水を私たちみずからが
浄化し、自然に戻すというライフスタイルについて考えましょう。

　私たちの暮らしから出る生活排水は、河川などの自然環境に大きな影響を与えます。
　きれいな水を守るために、浄化槽の設置や管理を行い、自然からもらった水を私たちみずからが
浄化し、自然に戻すというライフスタイルについて考えましょう。

きれいな　　　を未来につなぐきれいな　　　を未来につなぐ水水

出典：公益社団法人 福島県浄化槽協会ホームページ
(https://f-jkjk.com/jokaso/sikumi.php)

　浄化槽は、小型でありながらすぐれた性能を持っていま
すが、適切な維持管理がなければ性能を発揮できません。
　浄化槽法により保守点検・清掃・法定検査を定期的に
行うことが義務づけられています。これは、家庭から出る
汚れた水をきれいにする機能を、正常に保つための重要な
作業です。

継続的な維持管理

委託委託 委託委託 受検受検

浄化槽管理者

保守点検 法定検査清　掃

保守点検

清　　掃

法定検査

　浄化槽の機能を常時、正常に維持するために、浄化槽の点検、調整、補修、消毒剤の補充などを行います。
保守点検は定期的に行い、一般的には４カ月に１回以上行うよう浄化槽法で義務づけられています。県の

登録を受けた浄化槽保守点検業者と委託契約を結び定期的に実施しましょう。

　浄化槽内に生じた汚泥、スカムなどの引き出し、その後の槽内の汚泥などの調整、
各装置の洗浄、掃除などを行います。

浄化槽の清掃は、毎年１回（全ばっ気型浄化槽は年２回）実施しなければなりません。
清掃は、市の許可を受けた浄化槽清掃業者に依頼して、確実に実施しましょう。清掃後
は「浄化槽清掃記録票」が交付されますので、３年間保存してください。

▲市内保守点検
　業者と浄化槽
　清掃業者

　浄化槽が正しく設置され適正に維持管理されているかどうかを客観的に確認するために、県が指定する
検査機関（（公社）福島県浄化槽協会）による検査を受けることが浄化槽法で義務づけられています。
　法定検査には、浄化槽法第７条に基づく検査と第 11 条に基づく検査があり、外観検査・水質検査・書類
検査の３つを実施します。
法第７条検査
　浄化槽が適正に施工され、適正な機能を発揮しているかどうかを調べる検査です。浄化槽の使用開始後
３カ月を経過した日から５カ月の間に受検してください。検査手数料は浄化槽管理者負担となります。
法第 11 条検査
　毎年１回受けることが義務づけられている検査です。浄化槽が適正に管理され、正常に機能しているか
どうか、放流水を採取して水質などを検査します。検査手数料は浄化槽管理者負担となります。

問上下水道課  下水道総務係 ☎（24）5250

維持管理には一括契約が便利

合併処理浄化槽を設置しませんか

　合併処理浄化槽の一括契約は、浄化槽管理者の義務である保守点検・清掃・法定検査をまとめて契約で
きるため、大変便利です。契約の手続きは、保守点検業者または担当窓口に問い合わせください。

●公共下水道等区域の方は、かならず下水道への接続をお願いします。
●個人住宅用の単独処理浄化槽や汲み取り便槽は、合併処理浄化槽への転換をおすすめしています。転換
には、「喜多方市浄化槽設置整備事業補助金」を活用できますので、申請を検討する場合は、事前に担当窓口
に問い合わせてください。

設置しませんか
きるため、大変便利です。契約の手続きは、保守点検業者または担当窓口に問い合わせください。
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投
票
10
月
25
日（
日
）

【
喜
多
方
・
塩
川
地
区
】

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

【
熱
塩
加
納
・
山
都
・
高
郷
地
区
】

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

開
票
10
月
25
日（
日
）午
後
８
時
30
分
・

押
切
川
公
園
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
体
育
館

　
平
成
20
年
10
月
26
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、令
和
８
年
７
月
７
日（
同
日
ま
で
に

転
入
の
届
出
を
し
た
方
を
含
む
）以
前
か

ら
、引
き
続
き
３
カ
月
以
上
本
市
に
居
住

し
て
い
る
方（
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
）

　
投
票
所
入
場
券
は
、10
月
上
旬
に
郵
送

し
ま
す
。指
定
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

※
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
な
ど
は
、本

人
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
に
、仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
見
込
み

の
方
は
、お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
、

下
記
の
投
票
所
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。投
票
所
入
場
券
の
裏
面「
宣
誓
書（
兼

請
求
書
）」欄
を
記
入
の
上
、持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

一
時
的
に
市
外
に
滞
在
中
の
方

　
選
挙
期
間
中
、滞
在
先
の
市
区
町
村
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。事
前
に
郵
便

で
の
請
求
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、早
め
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

入
院
・
入
所
中
の
方

　
指
定
の
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
本
人
が
申
し
出
れ
ば
、そ
の
場
所

で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
指
定
病
院
な
ど

飯
塚
病
院
、入
澤
病
院
、小
野
病
院
、介
護

医
療
院
い
り
さ
わ
、北
原
荘
、ケ
ア
ホ
ー
ム

や
ま
と
、け
い
わ
苑
、佐
原
病
院
、し
の
の

め
荘
、し
ょ
う
ぶ
苑
、鮮
雲
荘
、天
心
ケ
ア

ハ
イ
ツ
、鳴
瀬
病
院
、パ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
小
野
、暖
ノ
奏
、暖
ノ
奏
と
き
わ
台
、ほ

ほ
え
み
、有
隣
病
院

身
体
に
障
害
が
あ
る
方
な
ど

　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
利
用
で
き
ま
す
。

事
前
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
添
付
の

上
、郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、早
め
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

  

利
用
で
き
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
の

　
交
付
を
現
に
受
け
て
い
る
方
で
、表
の

　
障
害
名
・
等
級
に
該
当
す
る
方

○
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、要
介

　
護
区
分
が「
要
介
護
５
」の
方

　
ま
た
、障
害
の
程
度
に
よ
り
代
理
記
載

　
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

  

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
24
）５
２
５
８

投
開
票
日
時

第 23 回
福島県知事選挙本

市
で
投
票
で
き
る
方

日
10
25

投開票日

投
票
所
入
場
券

期
日
前
投
票

問

期日前投票のできる場所 期 間 時 間
本庁舎ホール棟市民ロビー 10月９日（金）～24日（土）

10月17日（土）～24日（土）

午前８時 30 分～午後 8 時
熱塩加納公民館第６研修室

午前８時 30 分～午後 7 時塩川総合支所ロビー
山都総合支所コミュニティホール

高郷総合支所メモリアルルーム
期日指定の投票所 期 間 時 間

熱塩加納 板ノ沢多目的集会センター 10月22日（木） 午前９時～11時
日中生活改善センター 午後２時～ ４時

塩川 大木多目的集会所 10月22日（木） 午前９時30分～ 11時 30 分
反田公民館 午後２時～４時

山都 宮古公民館 10月22日（木） 午前９時30 分～ 11時

高郷
地割集会施設

10月22日（木）
午前９時30 分～ 11時

塩坪地区集会施設 午後１時～３時
大田賀地区集会施設 午後４時～６時

両
下
肢
、体
幹
、移
動
機
能

障

害

名

等

級

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸

免
疫
、肝
臓

１
級
・
２
級

１
級
・
３
級

１
級
〜
３
級

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
方
の

投
票
方
法

不
在
者
投
票

期
日
前
投
票
所

▲ ホームページ
　
令
和
９
・
10
年
度
に
市
が
発

注
す
る
工
事
の
請
負
、測
量
・
設

計
お
よ
び
物
品
の
購
入
な
ど
の

契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
方
は
、「
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、市
が
行
う
競
争
入
札
に
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
11
月
２
日（
月
）〜

12
月
28
日（
月
）午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、

12
月
28
日（
月
）消
印
有
効
。

※
市
内
業
者
に
つ
い
て
は
、受
付

期
間
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

有
効
期
間  

令
和
９
年
４
月
１

日
〜
令
和
11
年
３
月
31
日

申
請
方
法  

次
の
提
出
書
類
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
申
請
書
お
よ
び「
喜
多
方
市

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
要
領
」

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は

窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

提
出
書
類

○
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書（
市
指
定
様
式
・Ａ

４
版
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

○
測
量
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書（
市
指
定
様
式
・Ａ

４
版
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

○
物
品
購
入
等
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書（
市
指
定
様

式
・
ホ
ッ
チ
キ
ス
綴
じ
）

※
詳
し
く
は「
喜
多
方
市
競
争
入

札
参
加
資
格
申
請
要
領
」を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
９
・
10
年
度
に
市
が
発

注
す
る
小
規
模
な
修
繕（
修
繕
内

容
が
軽
易
か
つ
履
行
の
確
保
が

容
易
で
、請
負
金
額
が
30
万
円
未

満
の
も
の
）に
つ
い
て
、競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
に
よ

る
審
査
を
し
な
い
方
で
も
、希
望

業
種
を
登
録
す
る
こ
と
で
、受
注

の
機
会
が
得
ら
れ
る
制
度
で
す
。

受
付
開
始
日
11
月
２
日（
月
）

有
効
期
間  

令
和
９
年
４
月
１

日
〜
令
和
11
年
３
月
31
日

登
録
可
能
業
種  

大
工
工
事
、ガ

ラ
ス
・
サ
ッ
シ
工
事
、畳
工
事
、

襖
・
障
子
・
建
具
関
係
工
事
、壁

紙
貼
付
工
事
、土
木
工
事
、板
金

工
事
、左
官
工
事
、塗
装
工
事
、電

気
設
備
工
事
、機
械
設
備
工
事
、

そ
の
他
市
長
が
認
め
る
業
種

登
録
で
き
る
方  

市
内
に
主
た

る
事
業
所
、ま
た
は
住
所
を
有
す

る
事
業
者

登
録
で
き
な
い
方

〇
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書

を
提
出
す
る
方(

競
争
入
札
参
加

資
格
申
請
と
重
複
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん)

○
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る

た
め
に
必
要
な
資
格
、免
許
な
ど

を
有
し
な
い
方（
資
格
、免
許
な
ど

を
要
し
な
い
場
合
は
除
き
ま
す
）

○
公
共
工
事
発
注
の
相
手
と
し

て
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方

申
請
方
法  「
喜
多
方
市
小
規
模

修
繕
希
望
者
登
録
申
請
書
」に
次

の
書
類
を
添
付
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。申
請
用
紙
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
窓
口
で

取
得
で
き
ま
す
。

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

法
人
の
場
合  

①
希
望
す
る
業

務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な

資
格
、免
許
な
ど
を
有
す
る
場
合

は
そ
の
写
し
、②
法
人
市
民
税
の

納
税
証
明
書
、③
登
記
事
項
証
明

書
、④
印
鑑
証
明
書

個
人
の
場
合  

①
希
望
す
る
業

務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な

資
格
、免
許
な
ど
を
有
す
る
場
合

は
そ
の
写
し
、②
市
民
税
の
納
税

証
明
書
、③
身
分
証
明
書

※
法
人
、個
人
い
ず
れ
も
②
〜
④

に
つ
い
て
は
、申
請
日
か
ら
さ
か

の
ぼ
っ
て
３
カ
月
以
内
に
発
行

さ
れ
た
も
の（
写
し
可
）

　
　
　
財
政
課  

契
約
検
査
班

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
）

☎（
24
）５
２
７
９

令和９・10 年度

工事等競争入札参加資格申請および
小規模修繕契約希望者登録申請の受け付け

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
の

受
け
付
け

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
申
請
の
受
け
付
け

問
申

競
争
入
札
へ
の
参
加

や
、  

小
規
模
な
修
繕

契
約
の
受
注
を
得
る

場
合
に
は
、  

事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
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投
票
10
月
25
日（
日
）

【
喜
多
方
・
塩
川
地
区
】

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

【
熱
塩
加
納
・
山
都
・
高
郷
地
区
】

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

開
票
10
月
25
日（
日
）午
後
８
時
30
分
・

押
切
川
公
園
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
体
育
館

　
平
成
20
年
10
月
26
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、令
和
８
年
７
月
７
日（
同
日
ま
で
に

転
入
の
届
出
を
し
た
方
を
含
む
）以
前
か

ら
、引
き
続
き
３
カ
月
以
上
本
市
に
居
住

し
て
い
る
方（
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
）

　
投
票
所
入
場
券
は
、10
月
上
旬
に
郵
送

し
ま
す
。指
定
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

※
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
な
ど
は
、本

人
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
に
、仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
見
込
み

の
方
は
、お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
、

下
記
の
投
票
所
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。投
票
所
入
場
券
の
裏
面「
宣
誓
書（
兼

請
求
書
）」欄
を
記
入
の
上
、持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

一
時
的
に
市
外
に
滞
在
中
の
方

　
選
挙
期
間
中
、滞
在
先
の
市
区
町
村
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。事
前
に
郵
便

で
の
請
求
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、早
め
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

入
院
・
入
所
中
の
方

　
指
定
の
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
本
人
が
申
し
出
れ
ば
、そ
の
場
所

で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
指
定
病
院
な
ど

飯
塚
病
院
、入
澤
病
院
、小
野
病
院
、介
護

医
療
院
い
り
さ
わ
、北
原
荘
、ケ
ア
ホ
ー
ム

や
ま
と
、け
い
わ
苑
、佐
原
病
院
、し
の
の

め
荘
、し
ょ
う
ぶ
苑
、鮮
雲
荘
、天
心
ケ
ア

ハ
イ
ツ
、鳴
瀬
病
院
、パ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
小
野
、暖
ノ
奏
、暖
ノ
奏
と
き
わ
台
、ほ

ほ
え
み
、有
隣
病
院

身
体
に
障
害
が
あ
る
方
な
ど

　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
利
用
で
き
ま
す
。

事
前
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
添
付
の

上
、郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、早
め
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

  

利
用
で
き
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
の

　
交
付
を
現
に
受
け
て
い
る
方
で
、表
の

　
障
害
名
・
等
級
に
該
当
す
る
方

○
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、要
介

　
護
区
分
が「
要
介
護
５
」の
方

　
ま
た
、障
害
の
程
度
に
よ
り
代
理
記
載

　
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

  

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
24
）５
２
５
８

投
開
票
日
時

第 23 回
福島県知事選挙本

市
で
投
票
で
き
る
方

日
10
25

投開票日

投
票
所
入
場
券

期
日
前
投
票

問

期日前投票のできる場所 期 間 時 間
本庁舎ホール棟市民ロビー 10月９日（金）～24日（土）

10月17日（土）～24日（土）

午前８時 30 分～午後 8 時
熱塩加納公民館第６研修室

午前８時 30 分～午後 7 時塩川総合支所ロビー
山都総合支所コミュニティホール

高郷総合支所メモリアルルーム
期日指定の投票所 期 間 時 間

熱塩加納 板ノ沢多目的集会センター 10月22日（木） 午前９時～11時
日中生活改善センター 午後２時～ ４時

塩川 大木多目的集会所 10月22日（木） 午前９時30分～ 11時 30 分
反田公民館 午後２時～４時

山都 宮古公民館 10月22日（木） 午前９時30 分～ 11時

高郷
地割集会施設

10月22日（木）
午前９時30 分～ 11時

塩坪地区集会施設 午後１時～３時
大田賀地区集会施設 午後４時～６時

両
下
肢
、体
幹
、移
動
機
能

障

害

名

等

級

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸

免
疫
、肝
臓

１
級
・
２
級

１
級
・
３
級

１
級
〜
３
級

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
方
の

投
票
方
法

不
在
者
投
票

期
日
前
投
票
所

▲ ホームページ
　
令
和
９
・
10
年
度
に
市
が
発

注
す
る
工
事
の
請
負
、測
量
・
設

計
お
よ
び
物
品
の
購
入
な
ど
の

契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
方
は
、「
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、市
が
行
う
競
争
入
札
に
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
11
月
２
日（
月
）〜

12
月
28
日（
月
）午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、

12
月
28
日（
月
）消
印
有
効
。

※
市
内
業
者
に
つ
い
て
は
、受
付

期
間
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

有
効
期
間  

令
和
９
年
４
月
１

日
〜
令
和
11
年
３
月
31
日

申
請
方
法  

次
の
提
出
書
類
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
申
請
書
お
よ
び「
喜
多
方
市

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
要
領
」

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は

窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

提
出
書
類

○
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書（
市
指
定
様
式
・Ａ

４
版
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

○
測
量
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書（
市
指
定
様
式
・Ａ

４
版
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

○
物
品
購
入
等
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書（
市
指
定
様

式
・
ホ
ッ
チ
キ
ス
綴
じ
）

※
詳
し
く
は「
喜
多
方
市
競
争
入

札
参
加
資
格
申
請
要
領
」を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
９
・
10
年
度
に
市
が
発

注
す
る
小
規
模
な
修
繕（
修
繕
内

容
が
軽
易
か
つ
履
行
の
確
保
が

容
易
で
、請
負
金
額
が
30
万
円
未

満
の
も
の
）に
つ
い
て
、競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
に
よ

る
審
査
を
し
な
い
方
で
も
、希
望

業
種
を
登
録
す
る
こ
と
で
、受
注

の
機
会
が
得
ら
れ
る
制
度
で
す
。

受
付
開
始
日
11
月
２
日（
月
）

有
効
期
間  

令
和
９
年
４
月
１

日
〜
令
和
11
年
３
月
31
日

登
録
可
能
業
種  

大
工
工
事
、ガ

ラ
ス
・
サ
ッ
シ
工
事
、畳
工
事
、

襖
・
障
子
・
建
具
関
係
工
事
、壁

紙
貼
付
工
事
、土
木
工
事
、板
金

工
事
、左
官
工
事
、塗
装
工
事
、電

気
設
備
工
事
、機
械
設
備
工
事
、

そ
の
他
市
長
が
認
め
る
業
種

登
録
で
き
る
方  

市
内
に
主
た

る
事
業
所
、ま
た
は
住
所
を
有
す

る
事
業
者

登
録
で
き
な
い
方

〇
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書

を
提
出
す
る
方(

競
争
入
札
参
加

資
格
申
請
と
重
複
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん)

○
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る

た
め
に
必
要
な
資
格
、免
許
な
ど

を
有
し
な
い
方（
資
格
、免
許
な
ど

を
要
し
な
い
場
合
は
除
き
ま
す
）

○
公
共
工
事
発
注
の
相
手
と
し

て
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方

申
請
方
法  「
喜
多
方
市
小
規
模

修
繕
希
望
者
登
録
申
請
書
」に
次

の
書
類
を
添
付
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。申
請
用
紙
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
窓
口
で

取
得
で
き
ま
す
。

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

法
人
の
場
合  

①
希
望
す
る
業

務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な

資
格
、免
許
な
ど
を
有
す
る
場
合

は
そ
の
写
し
、②
法
人
市
民
税
の

納
税
証
明
書
、③
登
記
事
項
証
明

書
、④
印
鑑
証
明
書

個
人
の
場
合  

①
希
望
す
る
業

務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な

資
格
、免
許
な
ど
を
有
す
る
場
合

は
そ
の
写
し
、②
市
民
税
の
納
税

証
明
書
、③
身
分
証
明
書

※
法
人
、個
人
い
ず
れ
も
②
〜
④

に
つ
い
て
は
、申
請
日
か
ら
さ
か

の
ぼ
っ
て
３
カ
月
以
内
に
発
行

さ
れ
た
も
の（
写
し
可
）

　
　
　
財
政
課  

契
約
検
査
班

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
）

☎（
24
）５
２
７
９

令和９・10 年度

工事等競争入札参加資格申請および
小規模修繕契約希望者登録申請の受け付け

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
の

受
け
付
け

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
申
請
の
受
け
付
け

問
申

競
争
入
札
へ
の
参
加

や
、  

小
規
模
な
修
繕

契
約
の
受
注
を
得
る

場
合
に
は
、  

事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
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本
市
で
は
認
定
こ
ど
も
園
・

私
立
保
育
施
設
に
在
籍
す
る
４

歳
・
５
歳
児
、お
よ
び
小
学
校
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

の
う
ち
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象

に
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
、低
濃
度

の
フ
ッ
化
物
溶
液
で
口
を
ゆ
す

ぎ
、歯
の
表
面
に
フ
ッ
化
物
を
作

用
さ
せ
て
む
し
歯
を
予
防
す
る

方
法
で
、４
歳
ご
ろ
か
ら
14
歳
ご

ろ
ま
で
継
続
す
る
と
高
い
予
防

効
果
が
期
待
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
開
始
か
ら
８
年
目

を
迎
え
、洗
口
開
始
前
と
比
べ
る

と
む
し
歯
有
病
者
率（
む
し
歯
が

あ
る
人
の
割
合
）、一
人
平
均
む

し
歯
本
数
と
も
に
減
少
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
先
生
方
の
ご
協
力
や
保
護
者

の
方
々
の
ご
理
解
の
お
か
げ
も

あ
り
、幼
児
期
か
ら
フ
ッ
化
物
洗

口
を
経
験
す
る
こ
と
で
小
学
校

に
入
っ
て
か
ら
も
ス
ム
ー
ズ
に

洗
口
が
行
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
歯
を
守

り
、大
人
に
な
っ
て
も
健
康
な
歯

を
保
て
る
よ
う
、取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

  

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
４

問

喜多方卓球ランド教育長表敬訪問
福島県総合スポーツ大会４年ぶりの優勝！

　７月４日（土）、福島市の福島トヨタクラウン
アリーナで、第 79 回福島県総合スポーツ大会
卓球競技が開催されました。喜多方卓球ランド
は予選から順調に勝ち進み、決勝ではいわき卓
球スポーツ少年団を破り、４年ぶりの優勝を果
たしました。
　教育長表敬訪問では、選手一人一人から優勝
の喜びや、次の大会に向けた力強い抱負が述べ
られました。堂々とした姿からは、今後のさら
なる活躍への期待が一層高まりました。

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

内
容  

第
13
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、10
月
３
日（
土
）に
開
幕
し
ま
す
。
本

市
チ
ー
ム
の
１
回
戦
は
、４
日（
日
）の
第
３
試
合

で
、鏡
石
町
と
対
戦
し
ま
す
。

試
合
予
定

▼
１
回
戦

10
月
４
日（
日
）

（
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

13
時
開
始
予
定

対
戦
相
手
：
鏡
石
町

▼
２
回
戦

10
月
10
日（
土
）

▼
３
回
戦
・
準
々
決
勝

10
月
11
日（
日
）

▼
準
決
勝
・
決
勝

10
月
24
日（
土
）

選
手
の
皆
さ
ん
は
優
勝
を
目
指
し
、チ
ー
ム
一

丸
で
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
13
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
組
み
合
わ
せ

社会教育関係団体紹介
喜多方美術協会

髙橋  禮夫  ☎ 22-2692問申

　美術協会会員・市内小中学校
生徒作品（図画、習字、工作）およ
び一般美術愛好者による作品を
展示し、市民の皆様に鑑賞してい
ただくと共に美術に対して関心
を高めていただくことを目的と
して活動しています。
活動場所　厚生会館および各自

 対　　象　一般市民、小中高校生
 会　　費　年額 2,000 円
 活動日時 各部門による

※
予
防
率
は
永
久
歯
で
見
て
い
ま
す
。

〜
小
学
一
年
生
洗
口
の
様
子
〜

が
ん
検
診
、忘
れ
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　
生
活
習
慣
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
が
ん
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、全
て
の
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、が
ん
検
診
を
適
切
な

年
齢
お
よ
び
受
診
間
隔
で
受
け
て
、

が
ん
を
早
期
に
発
見
し
、早
期
治
療

を
す
る
こ
と
で
治
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
よ
り
集
団
け
ん
し
ん
・
施
設
け
ん
し
ん
と

も
に
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。受
診
す
る
場
合
は
必
ず
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
集
団
け
ん
し
ん

・
電
話
予
約（
保
健
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
）

・Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で
読
み
込
み
予
約
す
る
。

24
時
間
予
約
可
能
※
希
望
受
診
日
の
３
日
前
ま
で

〇
施
設
け
ん
し
ん（
医
療
機
関
に
直
接
予
約
ま
た
は
電
話
予
約
）

　
　    

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
６
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

▲ ＬＩＮＥ
　 から予約

▲ けんしん
予約サイト
「AITEL」

問
申

10
月
は「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に
向
け
た

集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」

1人平均むし歯数（本）本
1.2
1.0
0.8
0.6
0.4
0.2
0.0

0.06
0.03

1.08

0.39

小学１年生 中学１年生
洗口開始前（H25年～R1年） 洗口開始後（R1年～R7年）

むし歯有病者率（％）％
50.0
40.0
30.0
20.0
10.0
0.0

3.5
2.3

39.4

19.9

小学１年生 中学１年生
洗口開始前（H25年～R1年） 洗口開始後（R1年～R7年）

健
康
推
進
室

むし歯予防率
64.7％

むし歯予防率
51.0％

問生涯学習課  スポーツ振興班  ☎（24）5327

問
生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

☎（
24
）５
３
２
７

塩川コールアイリス

髙松  豊子  ☎ 27-2672問申

　月２回、塩川公民館で季節の歌
やリクエスト曲を歌っています。
　声を出すことは健康にもスト
レス解消にも良いです。ご参加お
待ちしております。

活動場所　塩川公民館
 対　　象　女性
 会　　費　月額 1,500 円
 活動日時 第２・４火曜日午後
　　　　　 ※夏期は午前中

藤の樹会

沢井  清英  ☎ 090-8929-5422問申

　江戸時代より地域住民の心の
支えとなってきた藤樹学。その藤
樹学を継承発展させると共に市
の人づくりの指針の普及に寄与
することを目的として活動して
います。

 対　　象　一般市民
 会　　費　年額 3,000 円
 活動日時 不特定
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本
市
で
は
認
定
こ
ど
も
園
・

私
立
保
育
施
設
に
在
籍
す
る
４

歳
・
５
歳
児
、お
よ
び
小
学
校
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

の
う
ち
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象

に
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
、低
濃
度

の
フ
ッ
化
物
溶
液
で
口
を
ゆ
す

ぎ
、歯
の
表
面
に
フ
ッ
化
物
を
作

用
さ
せ
て
む
し
歯
を
予
防
す
る

方
法
で
、４
歳
ご
ろ
か
ら
14
歳
ご

ろ
ま
で
継
続
す
る
と
高
い
予
防

効
果
が
期
待
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
開
始
か
ら
８
年
目

を
迎
え
、洗
口
開
始
前
と
比
べ
る

と
む
し
歯
有
病
者
率（
む
し
歯
が

あ
る
人
の
割
合
）、一
人
平
均
む

し
歯
本
数
と
も
に
減
少
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
先
生
方
の
ご
協
力
や
保
護
者

の
方
々
の
ご
理
解
の
お
か
げ
も

あ
り
、幼
児
期
か
ら
フ
ッ
化
物
洗

口
を
経
験
す
る
こ
と
で
小
学
校

に
入
っ
て
か
ら
も
ス
ム
ー
ズ
に

洗
口
が
行
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
歯
を
守

り
、大
人
に
な
っ
て
も
健
康
な
歯

を
保
て
る
よ
う
、取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

  

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
４

問

喜多方卓球ランド教育長表敬訪問
福島県総合スポーツ大会４年ぶりの優勝！

　７月４日（土）、福島市の福島トヨタクラウン
アリーナで、第 79 回福島県総合スポーツ大会
卓球競技が開催されました。喜多方卓球ランド
は予選から順調に勝ち進み、決勝ではいわき卓
球スポーツ少年団を破り、４年ぶりの優勝を果
たしました。
　教育長表敬訪問では、選手一人一人から優勝
の喜びや、次の大会に向けた力強い抱負が述べ
られました。堂々とした姿からは、今後のさら
なる活躍への期待が一層高まりました。

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

大
切
な
歯
を
守
ろ
う

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

〜
フ
ッ
化
物
で
む
し
歯
予
防
〜

内
容  

第
13
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、10
月
３
日（
土
）に
開
幕
し
ま
す
。
本

市
チ
ー
ム
の
１
回
戦
は
、４
日（
日
）の
第
３
試
合

で
、鏡
石
町
と
対
戦
し
ま
す
。

試
合
予
定

▼
１
回
戦

10
月
４
日（
日
）

（
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

13
時
開
始
予
定

対
戦
相
手
：
鏡
石
町

▼
２
回
戦

10
月
10
日（
土
）

▼
３
回
戦
・
準
々
決
勝

10
月
11
日（
日
）

▼
準
決
勝
・
決
勝

10
月
24
日（
土
）

選
手
の
皆
さ
ん
は
優
勝
を
目
指
し
、チ
ー
ム
一

丸
で
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
13
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
組
み
合
わ
せ

社会教育関係団体紹介
喜多方美術協会

髙橋  禮夫  ☎ 22-2692問申

　美術協会会員・市内小中学校
生徒作品（図画、習字、工作）およ
び一般美術愛好者による作品を
展示し、市民の皆様に鑑賞してい
ただくと共に美術に対して関心
を高めていただくことを目的と
して活動しています。
活動場所　厚生会館および各自

 対　　象　一般市民、小中高校生
 会　　費　年額 2,000 円
 活動日時 各部門による

※
予
防
率
は
永
久
歯
で
見
て
い
ま
す
。

〜
小
学
一
年
生
洗
口
の
様
子
〜

が
ん
検
診
、忘
れ
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　
生
活
習
慣
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
が
ん
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、全
て
の
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、が
ん
検
診
を
適
切
な

年
齢
お
よ
び
受
診
間
隔
で
受
け
て
、

が
ん
を
早
期
に
発
見
し
、早
期
治
療

を
す
る
こ
と
で
治
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
よ
り
集
団
け
ん
し
ん
・
施
設
け
ん
し
ん
と

も
に
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。受
診
す
る
場
合
は
必
ず
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
集
団
け
ん
し
ん

・
電
話
予
約（
保
健
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
）

・Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で
読
み
込
み
予
約
す
る
。

24
時
間
予
約
可
能
※
希
望
受
診
日
の
３
日
前
ま
で

〇
施
設
け
ん
し
ん（
医
療
機
関
に
直
接
予
約
ま
た
は
電
話
予
約
）

　
　    

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
６
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

▲ ＬＩＮＥ
　 から予約

▲ けんしん
予約サイト
「AITEL」

問
申

10
月
は「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に
向
け
た

集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」

1人平均むし歯数（本）本
1.2
1.0
0.8
0.6
0.4
0.2
0.0

0.06
0.03

1.08

0.39

小学１年生 中学１年生
洗口開始前（H25年～R1年） 洗口開始後（R1年～R7年）

むし歯有病者率（％）％
50.0
40.0
30.0
20.0
10.0
0.0

3.5
2.3

39.4

19.9

小学１年生 中学１年生
洗口開始前（H25年～R1年） 洗口開始後（R1年～R7年）

むし歯予防率
64.7％

むし歯予防率
51.0％

問生涯学習課  スポーツ振興班  ☎（24）5327

問
生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

☎（
24
）５
３
２
７

塩川コールアイリス

髙松  豊子  ☎ 27-2672問申

　月２回、塩川公民館で季節の歌
やリクエスト曲を歌っています。
　声を出すことは健康にもスト
レス解消にも良いです。ご参加お
待ちしております。

活動場所　塩川公民館
 対　　象　女性
 会　　費　月額 1,500 円
 活動日時 第２・４火曜日午後
　　　　　 ※夏期は午前中

藤の樹会

沢井  清英  ☎ 090-8929-5422問申

　江戸時代より地域住民の心の
支えとなってきた藤樹学。その藤
樹学を継承発展させると共に市
の人づくりの指針の普及に寄与
することを目的として活動して
います。

 対　　象　一般市民
 会　　費　年額 3,000 円
 活動日時 不特定
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市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情 報 の 詳 細 に つ い て
は、 問 へ連絡してく
ださい。

情報
ステーション

補
助
・
支
援

児
童
手
当
の
定
時
支
給
日

　
10
月
15
日（
木
）は
、児
童
手

当
の
定
時
支
給
日
で
す
。

　
今
回
の
支
給
は
、８
月
分
か

ら
９
月
分
で
す
。
個
別
に
支
給

通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

登
録
さ
れ
て
い
る
通
帳
の
記
帳

に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

入
金
時
刻
は
金
融
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

問
申 

こ
ど
も
課 

子
育
て
支

援
班  

☎（
24
）５
２
２
９

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

は
じ
め
て
特
別
栽
培
に
取
り

組
む
農
業
者
を
支
援
し
ま
す

内
容 

特
別
栽
培
に
よ
る
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
の
取
り
組
み

拡
大
を
図
る
た
め
、慣
行
栽
培

か
ら
新
た
に
特
別
栽
培
に
取
り

組
む
農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者 

令
和
９
年
産
に
お
い

て
、は
じ
め
て
特
別
栽
培
に
取

り
組
む
、も
し
く
は
特
別
栽
培

に
取
り
組
む
面
積
を
拡
大
す
る

農
業
者
、ま
た
は
農
業
者
の
組

織
す
る
団
体
な
ど
。

対
象
作
物 
主
食
用
水
稲（
酒

米
含
む
）。

補
助
対
象 

慣
行
栽
培
か
ら
特

別
栽
培
に
適
し
た
有
機
態
窒
素

の
割
合
が
50
％
以
上
の
肥
料
へ

の
転
換
に
必
要
な
掛
か
り
増
し

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象 

10
ア
ー
ル
当
た
り

１
８
０
０
円

申
込
期
限 

11
月
30
日（
月
）

申
し
込
み
方
法 

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、窓
口
、ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
）７
０
７
３
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問 

農
業
振
興
課
生
産
支
援
係

☎（
24
）５
２
３
５

募　
　
集

喜
多
方
麦
作
組
合
員

内
容 

市
内
の
小
麦
生
産
者
で

組
織
す
る
喜
多
方
麦
作
組
合
で

は
、市
内
事
業
者
か
ら
需
要
の

見
込
ま
れ
る
「
夏
黄
金
」
の
育

成
・
生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
「
夏
黄
金
」
は
病
気
に
強
く
、

パ
ン
・
中
華
麺
適
性
に
優
れ
て

お
り
、継
続
的
な
販
売
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、麦
作
組
合
に
加

入
し
、令
和
９
年
秋
播
種
か
ら

夏
黄
金
の
生
産
を
希
望
す
る
農

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
ラ
ー
メ
ン
の
ま
ち
喜
多
方
で

黄
金
色
に
輝
く
小
麦
を
生
産
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者 

市
内
で
小
麦
を
生
産

し
て
い
る
。も
し
く
は
、今
後
生

産
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る

農
業
者
・
農
業
者
団
体
な
ど
、

夏
黄
金
の
地
域
内
流
通
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
。

申
込
期
限  

10
月
30
日（
金
）

申
し
込
み
方
法 

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、窓
口
、ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
）７
０
７
３
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他 

麦
作
組
合
に
加
入
す

る
こ
と
で
、生
育
診
断
に
基
づ

く
技
術
指
導
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
９
年
秋
播
種
の
種
子

は
、県
に
よ
る
一
般
流
通
が
見

込
ま
れ
ま
す
の
で
、お
近
く
の

Ｊ
Ａ
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
種
子
の
入
手
が
難
し
い
場
合

は
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

喜
多
方
麦
作
組
合
事
務
局

（
農
業
振
興
課
生
産
支
援
係
）

☎（
24
）５
２
３
５

ラジオ広報番組
好評放送中

FM きたかた

78.2 MHz

ほっとチャンネル
月～金 午後０時 15 分

ほっとチャンネル
ウィークリー

土・日　午前９時 45 分

ほっとチャンネル
ピックアップ

土・日　正午
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第
22
回
塩
川
町
体
育
祭

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
フ
ェ
ス
タ

in 

塩
川
」

内
容 
市
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
ふ
れ
あ

い
、楽
し
み
な
が
ら
体
力
・
健

康
づ
く
り
と
親
睦
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時 

10
月
12
日（
月
・
祝
）

午
前
８
時
30
分
開
会

場
所 

御
殿
場
公
園
運
動
広
場

※
荒
天
の
場
合
は
塩
川
体
育
館

実
施
種
目 

①
体
力
測
定

②
団
体
種
目（
事
前
申
し
込
み

が
必
要
）長
な
わ
と
び
、フ
リ
ー

ス
ロ
ー

③
個
人
種
目 

体
力
測
定
、ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、キ
ッ
ク
タ
ー

ゲ
ッ
ト
な
ど

問
申 

塩
川
総
合
支
所
住
民
課

☎（
27
）８
８
０
１

高齢者世帯などの除雪を支援します
内容  高齢者世帯などで自力による除雪が困難な世帯に対し、居住する家屋の周辺および敷地内の通路確保

など、日常生活を維持するための除雪支援として１枚あたり 30 分の除雪作業の支援を受けることができる利
用券を交付します。
　前年度に申請し利用実績がある世帯には、12 月上旬に利用券を送付しますので、申請は不要です。利用に
は、自己負担が発生します。
対象世帯  次の⑴または⑵に該当する世帯。

⑴次のいずれかに該当する方のみで構成する世帯
　① 65 歳以上の方　② 身体障害者手帳を所持している方
　③ 療育手帳を所持している方　④ 精神障害者保健福祉手帳を所持している方
　⑤ 要介護認定を受けている第２号被保険者の方　⑥ 小学生以下の児童
⑵小学生以下の児童を養育するひとり親世帯 ※児童と親のみの世帯に限ります。
申請方法  窓口に備え付けの申請書を提出してください。
申請期間  11 月２日（月）～令和９年３月 31 日（水）

支援時間および利用券交付枚数
区　分 地区名

A（平地）
支援時間  10 時間
利 用 券  20 枚

喜多方  区分Ｂ、C 以外の地区すべて　 塩川町  区分Ｂ以外の地区すべて

B（山間地）
支援時間  14 時間
利 用 券  28 枚

喜多方  �譲屋、五分一、平沢（根小屋地区を除く）、治里、天井沢、道地、小沼沢、勝本、七本木、 
本林、川前、芦平、萩平、獅子沢、豊岡の一部（川前、七曲り）

熱塩加納町  区分Ｃ以外の地区すべて　
塩川町  横道、中道地、上原、松崎、紙子、刈麻、大原、唐沢、深沢の一部（大上）
山都町  区分Ｃ以外の地区すべて
高郷町  区分Ｃ以外の地区すべて

C（豪雪地）
支援時間  18 時間
利 用 券  36 枚

喜多方  楚々木、平沢の一部（根小屋）
熱塩加納町  �山岩尾、五枚沢、板の沢、大平、黒岩、野辺沢、日中、水沢、熱塩、栗生沢、宇津野、 

針生の一部（円田）
山都町  堂山、中反、宮古、賢谷、沼ノ平、早稲谷、撫木、一ノ木、川入、藤巻
高郷町  地割、三方、小土山、揚津の一部（大芦、橋ノ沢、赤岩、中山、中村）

担い手募集  地域の除雪作業の担い手となる団体、グループなどを募集しています。地域に密着した行政
区、自主防災組織などで除雪支援していただける団体は連絡してください。

問 申  高齢福祉課 いきがい支援班 ☎（24）5230 または各総合支所住民課
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募　
　
集

会
津
版「
図
柄
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
」の
デ
ザ
イ
ン

内
容
会
津
地
域
の
17
市
町
村

で
は
、自
動
車
用
「
会
津
版
図

柄
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
の
導

入
に
向
け
、会
津
の
歴
史
・
文

化
・
自
然
な
ど
、地
域
の
特
色

を
表
現
し
た
作
品
を
広
く
募
集

し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
が
間

近
に
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

特
典
応
募
作
品
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
最
優
秀
賞
に
は
、賞
金

と
し
て
10
万
円
を
贈
呈
し
ま

す
。応募

資
格
会
津
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
に
限
ら
ず
、ど
な
た

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

募
集
期
間
８
月
14
日（
金
）～

10
月
15
日（
木
）

詳
細
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細

は
「
会
津
版
図
柄
ナ
ン
バ
ー
特

設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
募
集
要

項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
企
画
調
整
課
企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

会
津
総
合
開
発
協
議
会
事
務
局

☎
０
２
４
２（
24
）６
３
１
２

会
津
学
生
寮
入
寮
生

内
容
東
京
近
郊
の
大
学
に
就

学
す
る
男
子
学
生
を
対
象
に
入

寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
男
子
学
生

①
保
護
者
が
会
津
出
身
で
あ
る

か
、ま
た
は
現
在
会
津
に
居
住

し
て
い
る
こ
と（
会
津
に
何
ら

か
の
縁
が
あ
れ
ば
応
募
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。要
相
談
）

②
原
則
と
し
て
４
年
制
の
大
学

に
入
学
す
る
者
、ま
た
は
第
２

学
年
に
進
級
す
る
在
学
生
。
あ

る
い
は
こ
れ
に
準
ず
る
者（
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
、専
門

学
校
入
学
も
可
。要
相
談
）

③
心
身
と
も
に
健
康
で
共
同
生

活
の
で
き
る
こ
と
。

募
集
人
員

︻
第
一
次
︼３
人
程
度

︻
第
二
次
︼３
人
程
度

募
集
期
間
︻
第
一
次
︼11
月
１

日（
日
）～
11
月
30
日（
月
）

︻
第
二
次
︼令
和
９
年
１
月
15
日

（
金
）～
２
月
15
日（
月
）

選
考
面
接

︻
第
一
次
︼12
月
12
日（
土
）

︻
第
二
次
︼令
和
９
年
２
月
26
日

（
金
）

申
し
込
み
方
法
教
育
総
務
課

窓
口
、ま
た
は
県
立
高
校
に
設

置
の
入
寮
願・家
庭
状
況
調
査
、

高
校
の
調
査
書
、大
学
入
学
許

可
証
の
写
し（
大
学
在
学
者
は

在
学
証
明
書
）を
会
津
学
生
寮

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
（
公
財
）会
津
学
生
寮

☎
０
３（
３
９
４
７
）０
３
２
５

問
教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

☎（
24
）５
３
０
４

瓜
生
岩
子
刀
自
顕
彰
会
主
催

講
演
会

内
容
喜
多
方
市
生
ま
れ
の
偉

人
・
瓜
生
岩
子
の
生
涯
を
か
け

た
福
祉
の
歩
み
に
つ
い
て
学
ぶ

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
喜
多
方
市
瓜
生
岩
子
刀

自
顕
彰
会
顧
問
石
田
明
夫
氏

（
會
津
藩
校
日
新
館
館
長
・
会

津
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
協
会
理
事

長
な
ど
）　

日
時
10
月
22
日（
木
）午
後
１

時
30
分

場
所
熱
塩
加
納
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー「
夢
の
森
」

入
場
料
無
料

問
申
喜
多
方
市
瓜
生
岩
子
刀

自
顕
彰
会
事
務
局（
社
会
福
祉

課
地
域
共
生
社
会
推
進
班
内
）

☎（
24
）５
２
５
７

▶
瓜
生
岩
子
刀
自
顕
彰
会

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
い
わ
ち
ゃ
ん
」

▲ ホームページ

▲ 会津学生寮
　 ホームページ

▲ 瓜生岩子とは
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第
３
回
み
ら
い
を
考
え
る

経
営
相
談
会

内
容
市
で
は
、「
事
業
を
継
続

し
た
い
。」「
事
業
を
譲
り
た

い
。」
と
い
っ
た
お
悩
み
を
お

持
ち
の
事
業
者
を
対
象
と
し

た
、個
別
経
営
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
完
全
個
室
・
秘
密
厳

守
と
な
り
ま
す
の
で
、気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
10
月
21
日（
水
）

場
所
市
役
所
会
議
室

対
象
市
内
事
業
者（
農
業
も

可
）

相
談
員
福
島
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員

参
加
費
無
料

申
し
込
み
方
法

オ
ン
ラ
イ

ン
、ま
た
は
商
工
観
光
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
商
工
観
光
課
商
工
業
・

雇
用
・
創
業
支
援
班

☎（
24
）５
２
３
３

き
た
か
た
ぐ
ら
し
︒は
じ
め
ま
し
た

~
秋
の
ご
ち
そ
う
芋
煮
会
~

内
容
移
住
や
結
婚
、転
勤
な

ど
で
転
入
し
た
方
、転
入
者
と

交
流
し
た
い
地
元
の
方
を
対
象

に
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
築

１
５
０
年
以
上
の
古
民
家
で
芋

煮
を
つ
く
り
な
が
ら
、気
軽
に

交
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
11
月
7
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
1
時
30
分

場
所
紅
葉
庵（
喜
多
方
市
豊

川
町
米
室
高
吉
４
３
８
０
）

対
象
転
入
し
た
方
、市
内
在

住
の
方

定
員
20
人

参
加
費
１
５
０
０
円（
未
就

学
児
は
無
料
）

募
集
期
限
10
月
31
日（
土
）

申
し
込
み
方
法
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
申
地
域
振
興
課
き
た
か

た
ぐ
ら
し
推
進
室

☎（
24
）５
３
０
６

黒
森
山
秋
登
山

内
容  「
く
じ
ら
や
ま
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
黒
森

山
。紅
葉
の
登
山
道
を
歩
き
、飯

豊
山
や
磐
梯
山
、猪
苗
代
湖
の

眺
望
が
楽
し
め
る
軽
登
山
で

す
。日時

10
月
31
日（
土
）

午
前
７
時
50
分
受
け
付
け

場
所
熱
塩
加
納
総
合
支
所

定
員
30
人
※
先
着
順（
健
康

で
体
力
に
自
信
が
あ
る
方
、小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費
大
人
１
０
０
０
円
、

小
人（
中
・
小
学
生
）５
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
無
料

申
込
期
限
10
月
23
日（
金
）

申
し
込
み
方
法
申
込
書
、ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申
黒
森
山
登
山
実
行
委
員

会
事
務
局（
熱
塩
加
納
総
合
支

所
産
業
建
設
課
内
）

☎（
36
）２
１
１
４

電気柵購入支援事業
申請者の事前募集

　広報きたかた９月号５ページに掲載しました内容に誤り
がありましたので、お詫びして訂正します。

募集期限　　⇒　　10 月 30 日（金）
※ 今回の募集は事前募集です。補助金の申請開始日は令和

９年４月１日（木）です。補助率などは変更になる場合が
あり、また、すべての要望にお応えできない場合があり
ます。

問 申  市民生活課 有害鳥獣対策室 ☎（24）5261

令和９年度

▲ ホームページ

▲ 申し込み
　フォーム

▲ 申し込み
　フォーム
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

募　
　
集

中
国
の
食
文
化
を
知
る

料
理
教
室

内
容
中
国
に
対
す
る
理
解
・

関
心
を
深
め
る
た
め
中
国
の
食

文
化
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

第
１
回　
中
秋
節
の
月
餅
作
り

10
月
24
日（
土
）午
前
９
時
30
分

～
正
午

第
２
回　
中
国
の
朝
食
作
り

11
月
21
日（
土
）午
前
９
時
30
分

～
正
午

講
師
上
代
幸
子
さ
ん（
中
国

北
京
出
身
）

参
加
費
小
学
生
１
０
０
０

円
、一
般
１
５
０
０
円（
中
高
校

生
以
上
）協
会
会
員
は
２
０
０

円
引
き

※
１
回
目
︑２
回
目
そ
れ
ぞ
れ

に
参
加
費
が
か
か
り
ま
す
︒
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
必
須
︒

定
員
15
人
※
先
着
順

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
室

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン

申
込
期
限

第
１
回  

10
月
14
日（
水
）

第
２
回  

11
月
11
日（
水
）

申
込
方
法
電
話
、メ
ー
ル
✉

m
ailakia@

seagreen.ocn.
ne.jp

、ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
第
１
回
、第
２
回
の
計
２
回

あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
１
回
で

も
両
方
で
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

問
申
会
津
喜
多
方
国
際
交
流

協
会
☎（
22
）１
７
１
２

小
さ
な
一
歩
で
広
が
る
地
域

づ
く
り
講
座
~
今
の
交
流
が

未
来
の
安
心
に
つ
な
が
る
~

内
容
近
年
で
は
地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
に
よ
り
、介
護

を
抱
え
て
孤
独
や
孤
立
の
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、普
段
か
ら
緩
や
か
に

つ
な
が
る
こ
と
が
、将
来
の
自

分
を
守
る“
安
心
の
準
備
”に
な

り
ま
す
。
地
域
と
関
わ
る
意
味

や
、無
理
な
く
始
め
ら
れ
る
社

会
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一

緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
令
和
８
年
２
月
、市
内
全
地

区
で
第
二
層
生
活
支
援
支
え
合

い
会
議
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
活
動
報
告
も
行
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。講師

福
島
学
院
大
学
福
祉

学
部
福
祉
心
理
学
科
教
授　

遠
藤  

寿
海
氏

日
時
11
月
５
日（
木
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分（
受
け
付

け
は
午
後
１
時
10
分
～
）

場
所
喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ

ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

対
象
市
民

費
用
無
料

申
込
方
法
電
話
、ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
11
月
2
日（
月
）

主
催
喜
多
方
市
生
活
支
援
支

え
合
い
連
携
会
議

問
申
高
齢
福
祉
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
班

☎（
24
）５
２
４
２

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

エ
ア
コ
ン
取
付
と
Ｚ
Ｅ
Ｈ
機
器

日
時
11
月
17
日（
火
）、18
日

（
水
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
計
12
時
間
）

受
講
料
３
１
０
０
円

教
材
費
無
料

定
員
４
人

申
込
期
限
11
月
２
日（
月
）

問
申
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津

☎（
27
）３
２
２
１

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

訓
練
生

科（
コ
ー
ス
）・
定
員  

テ
ク
ニ

カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科（
機

械
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
コ

ー
ス
）・
12
人
、電
気
設
備
技
術

科（
電
気
設
備
技
術
コ
ー
ス
）15

人訓
練
期
間
12
月
１
日（
火
）～

令
和
９
年
５
月
28
日（
金
）

対
象
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
し
て
い
る
方
で
、職
業
訓

練
の
受
講
が
望
ま
し
い
方

受
講
料
無
料

申
込
期
限  

11
月
11
日（
水
）

選
考
日  

11
月
13
日（
金
）

施
設
見
学
会

内
容
職
業
訓
練
の
見
学
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
毎
週
水
曜
日
午
後
２

時
～
３
時
45
分（
受
け
付
け
は

午
後
１
時
30
分
～
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方

☎（
22
）４
１
１
１

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

（
訓
練
課
）

☎
０
２
４
２（
26
）０
５
２
０

▲ 申し込み
　 フォーム

▲ ホームページ

▲ ホームページ
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お
知
ら
せ

令
和
８
年
度
秋
季
消
防

検
閲
に
伴
う
交
通
規
制

内
容
当
日
の
交
通
規
制
の
時

間
帯
は
道
路
を
迂
回
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

正
午
こ
ろ
に
は
、消
防
車
両
が

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て
走
行
し

ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
11
月
１
日（
日
）午
前
８

時
～
10
時

規
制
対
象
市
道
五
目
・
赤
崎

線
ほ
か
、熱
塩
加
納
総
合
支
所

周
辺

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
室

☎（
24
）５
２
２
１

第
19
回
交
通
安
全
市
民
大
会

に
伴
う
交
通
規
制
に
つ
い
て

内
容
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
の
実
施

に
伴
い
、鼓
笛
隊
が
通
行
す
る

道
路
が
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、中
止
と
な

り
ま
す
。

日
時
10
月
３
日(

土)

午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分
ま
で

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
室

☎（
24
）５
２
２
１

裁
判
手
続
き
の
ご
案
内

内
容
金
銭
問
題（
貸
金
、売
買

代
金
、借
金
返
済
、交
通
事
故
の

損
害
賠
償
な
ど
）、土
地
建
物
の

問
題（
土
地
・
建
物
の
明
け
渡

し
な
ど
）、家
庭
や
親
族
の
問
題

（
離
婚
、相
続
、成
年
後
見
制
度

な
ど
）で
お
困
り
の
方
、裁
判
の

手
続
き
を
案
内
し
ま
す
。

日
時
10
月
23
日（
金
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所
厚
生
会
館
第
１
会
議
室

申
し
込
み
方
法

10
月
20
日

（
火
）ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※
予
約
が
な
い
場
合
、開
催
し

ま
せ
ん
。

問
福
島
地
方
裁
判
所
会
津
若

松
支
部
庶
務
課

☎
０
２
４
２（
26
）５
７
２
５

収
集
で
き
る
粗
大
ご
み

　
家
庭
で
生
じ
た
も
の
で
、指

定
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
や
燃

や
せ
な
い
ご
み
の
袋
に
入
ら
な

い
家
具
、自
転
車
な
ど
の
大
型

ご
み
を
有
料
で
収
集
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、法
律
で
製
造
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
対
象
品（
テ
レ
ビ
、冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
、エ
ア
コ
ン
）、パ
ソ
コ

ン
、オ
ー
ト
バ
イ
お
よ
び
環
境

セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
で
処
理
が

困
難
な
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ

ん
。

申
込
期
間
11
月
２
日（
月
）～

９
日（
月
）

収
集
日
11
月
24
日（
火
）～
30

日（
月
）の
予
定

申
し
込
み
方
法
申
請
書
を
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
窓
口
で
取
得
で
き
ま

す
。

❶
申
請
の
際
に
１
点
５
０
０

円
、１
０
０
０
円
、１
５
０
０
円

の
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
必
要
数

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
受
け
入
れ
で
き
る
数
は
１
世

帯
に
つ
き
７
点
ま
で

❸
指
定
日
の
午
前
８
時
30
分
ま

で
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ

た
ご
み
を
申
請
者
本
人
が
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。

❹
専
用
の
収
集
車
で
収
集
し
ま

す
。時
間
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

費
用
の
免
除
制
度

　

満
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯

（
世
帯
分
離
は
対
象
外
）、生
活

保
護
世
帯
、18
歳
未
満
の
子
ど

も
と
同
居
し
て
い
る
母
子
世

帯
、身
体
障
が
い
者
の
み
の
世

帯
な
ど
、一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
費
用
を
免
除
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
申
市
民
生
活
課
環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

家庭の家庭の
粗大ごみ収集粗大ごみ収集

11月
▲
対
象
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
粗
大
」
の
欄
に
●

印
が
付
い
て
い
る
も
の

稲わら・もみ殻は燃やさないでください
　水田での稲わらやもみ殻の焼却は、例年、道路の視界不良や異臭、延焼の危険性などにより
周辺住民から苦情が寄せられています。稲わら・もみ殻は焼却せず、秋耕により水田にすき
込むことで、地力を高める有機質資源として利用でき、作物の食味や品質の向上につながり
ます。
　資源を有効に活用し、環境にやさしい農業に取り組みながら、高品質・良食味の作物を生
産しましょう。
問  農業振興課 生産支援係 ☎（24）5235
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

うつくしまの川・サポート制度合意書調印式を行いました

お
知
ら
せ

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」は

年
１
回
の
発
行
と
な
り
ま
す

内
容 「
国
民
健
康
保
険
医
療

費
の
お
知
ら
せ
」
と
は
、国
民

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
が
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
た

際
に
要
し
た
医
療
費
の
実
績
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
は
年
１
回

の
発
行
と
な
り
、令
和
７
年
11

月
か
ら
令
和
８
年
10
月
分
ま
で

の
医
療
費
の
情
報
を
、令
和
９

年
１
月
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
。

　
確
定
申
告
時
に
医
療
費
控
除

の
適
用
を
受
け
る
方
は
、「
医
療

費
の
お
知
ら
せ
」
の
他
に
、11

月
・
12
月
分
の
医
療
費
の
領
収

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問 

保
健
課
国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間
で
す

内
容 「
不
正
軽
油
を
作
ら
な

い
、売
ら
な
い
、買
わ
な
い
、使

わ
な
い
」
の
も
と
、不
正
軽
油

の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。不
正
軽
油
の
情
報
提
供
は
、

左
記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

福
島
県
税
務
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
２
０
５ 

問 

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
６
４

戦
没
者
追
悼
式

内
容 

終
戦
か
ら
81
年
目
を
迎

え
ま
す
。
先
の
大
戦
で
犠
牲
と

な
っ
た
本
市
戦
没
者
の
御
霊
を

追
悼
し
ま
す
。

日
時 

10
月
27
日（
火
）午
後
１

時
30
分
～
３
時（
受
け
付
け
は

午
後
１
時
～
）

場
所 

喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー

ル問 

社
会
福
祉
課  

地
域
共
生
社

会
推
進
班 

☎（
24
）５
２
５
７

令
和
８
年
社
会
生
活

基
本
調
査

内
容 

１
日
の
生
活
時
間
な
ど

を
調
査
し
、社
会
生
活
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
、国
の
統
計

調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、

少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
に
必
要

な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

対
象 

全
国
か
ら
無
作
為
に
選

ば
れ
た
世
帯
の
う
ち
、10
歳
以

上
の
方
12
世
帯 

※
10
月
上
旬

か
ら
中
旬
に
調
査
員
が
訪
問

し
、調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

回
答
方
法 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ま
た
は
紙
の
調
査
票

そ
の
他 

調
査
員
は
必
ず
「
調

査
員
証
」
と
調
査
名
が
入
っ
た

「
手
提
げ
袋
」
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。ま
た
、金
銭
を
要
求
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

企
画
調
整
課
情
報
統
計
係

☎（
24
）５
２
１
０

第
２
回

体
組
成
を
測
っ
ち
ゃ
お
♪

内
容 

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ

せ
た
健
康
管
理
と
め
ご
ぷ
ら
ざ

で
の
遊
び
を
通
し
て
運
動
習
慣

の
定
着
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象 

小
学
生

日
時 

10
月
10
日（
土
）、11
日

（
日
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

（
１
人
５
分
程
度
）

※
次
回
の
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所 

ア
ク
シ
ス
ひ
ろ
ば
ア
イ

デ
ミ
き
た
か
た

問
申 

こ
ど
も
課 

ひ
と
づ
く

り
・
交
流
拠
点
複
合
施
設

☎（
24
）５
２
９
５

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷

一
部
休
館

内
容 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷

は
、温
泉
源
泉
ポ
ン
プ
の
交
換

工
事
の
た
め
、温
泉
入
浴
お
よ

び
食
堂
の
営
業
を
休
止
し
ま

す
。な
お
、会
食
の
受
け
付
け
や

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、通
常
ど

お
り
営
業
し
ま
す
。

日
時 

10
月
５
日（
月
）～
７
日

（
水
）の
３
日
間

問
申 

高
郷
総
合
支
所
産
業
建

設
課  

☎（
44
）２
１
１
４

ま
た
は
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷

（
44
）２
８
８
８

た
か
さ
と
そ
ば
祭
り

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷
で

は
、こ
れ
ま
で
の
新
そ
ば
祭
り

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、期
間
限

定
で
「
高
郷
な
ら
で
は
の
新
そ

ば
御
膳
」
を
提
供
し
ま
す
。
湯

け
む
り
に
癒
さ
れ
、十
割
そ
ば

に
満
た
さ
れ
る
。

　
こ
こ
に
し
か
な
い
、高
郷
の

秋
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時 

10
月
24
日（
土
）～
11
月

23
日（
月
・
祝
）

内
容 

温
冷
そ
ば
２
食
、こ
づ

ゆ
、高
郷
な
ら
で
は
の
天
ぷ
ら・

味
噌
田
楽
ほ
か
。

　地域の方々と市町村・県の三者が協働して河川の清掃や美化
活動を行う、うつくしまの川・サポート制度について、東桜ガ丘
行政区と喜多方市、福島県の三者により調印式を行いました。
　東桜ガ丘行政区は、田付川の一部について、清掃などの美化活
動を行います。

問  建設課 管理班 ☎（24）5245
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問
申
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷

（
44
）２
８
８
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

出
張
入
会
説
明
会

内
容
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
設
置
目
的
や
仕
事
内
容
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
10
月
22
日（
木
）午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分

場
所
山
都
公
民
館（
第
一
研

修
室
）

参
加
費
無
料

入
会
資
格
市
内
に
住
ん
で
い

る
方
で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
60
歳
以
上
の
方

問
申
公
益
社
団
法
人
喜
多
方

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
23
）１
３
１
３
ま
た
は
山
都

連
絡
所（
38
）２
４
２
７

災
害
時
協
力
井
戸

内
容
災
害
発
生
な
ど
に
よ
り

水
道
が
長
期
間
断
水
状
態
に
な

っ
た
場
合
に
備
え
、生
活
用
水

を
確
保
す
る
た
め
、皆
さ
ん
が

所
有
し
て
い
る
井
戸
を
「
災
害

時
協
力
井
戸
」
と
し
て
登
録
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

災
害
時
に
無
償
で
井
戸
水
を
飲

料
水
以
外
の
生
活
用
水（
清
掃

用
、ト
イ
レ
用
な
ど
）と
し
て
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
方

申
請
方
法
所
定
の
申
請
書
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
。
郵

送
希
望
の
方
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※
既
に
登
録
を
受
け
て
い
る
方

は
手
続
き
不
要
で
す
。

問
申
危
機
管
理
課
危
機
管
理

室☎（
24
）５
２
２
１
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

内
容
育
児
期
間
中
の
経
済
的

な
給
付
に
相
当
す
る
支
援
措
置

と
し
て
、子
を
養
育
す
る
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者（
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業
者
、

農
業
者
、学
生
、無
職
の
方
）に

つ
い
て
、そ
の
子
が
１
歳
に
な

る
ま
で
の
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制

度
が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

育
児
免
除
制
度
の
利
点

　
育
児
免
除
期
間
と
し
て
「
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
た
期

間
」
は
、保
険
料
を
納
付
し
た

も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
で
あ
れ

ば
、夫
婦
と
も
に
対
象
で
す
。

　
す
で
に
保
険
料
を
納
付
し
た

期
間
や
、国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
、学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
期
間
に

つ
い
て
も
、届
出
す
る
こ
と
で

所
得
に
関
係
な
く
育
児
免
除
期

間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
期
間

の
保
険
料
は
、充
当
ま
た
は
還

付
し
ま
す
。

対
象
10
月
１
日
以
降
、１
歳

に
な
る
ま
で
の
子（
※
）を
養
育

す
る
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
実
父
母
・
養
父
母
な
ど

　
子
を
養
育
す
る
要
件
と
し
て

次
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
子
と
身
分（
親
子
）関
係
が
継

続
し
て
い
る
こ
と
。

②
子
と
同
一
住
所
で
あ
る
こ

と
。

（
※
）法
律
上
の
親
子
関
係
が
あ

る
子（
実
子
お
よ
び
養
子
な
ど
）

に
加
え
て
、特
別
養
子
縁
組
の

監
護
期
間
に
あ
る
子
お
よ
び
養

子
縁
組
里
親
に
委
託
し
て
い
る

要
保
護
児
童
も
該
当
し
ま
す
。

免
除
期
間

①
実
母
の
場
合

　
産
前
産
後
免
除
期
間
を
有
す

る
場
合
は
、産
前
産
後
免
除
期

間
に
引
き
続
く
９
カ
月
間（
産

前
産
後
免
除
期
間
と
併
せ
て
最

大
13
カ
月
間
。
10
月
１
日
以
降

に
限
る
）

※
制
度
施
行（
10
月
）以
前
か
ら

子
を
養
育
し
て
お
り
、制
度
施

行
時
点
で
１
歳
未
満
の
場
合

は
、産
前
産
後
免
除
期
間
に
引

き
続
く
９
カ
月
間
の
う
ち
、10

月
１
日
以
降
の
月
分
。

②
実
父
ま
た
は
養
父
母
の
場
合

　
子
を
養
育
す
る
こ
と
と
な
っ

た
日
の
属
す
る
月
か
ら
、１
歳

に
な
る
誕
生
日
の
前
月
ま
で
の

最
大
12
カ
月
間
。（
10
月
１
日
以

降
に
限
る
）

※
制
度
施
行（
10
月
）以
前
か
ら

子
を
養
育
し
て
お
り
、制
度
施

行
時
点
で
１
歳
未
満
の
場
合

は
、10
月
１
日
以
降
、子
が
１
歳

に
な
る
誕
生
日
の
前
月
ま
で
の

期
間
。

そ
の
他

　
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
内
の
「
育
児
免

除
制
度
」）を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
申
市
民
課
市
民
窓
口
班

☎（
24
）５
２
２
６
ま
た
は

各
総
合
支
所
住
民
課

令
和
８
年
10
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

「
育
児
免
除
制
度
」開
始
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日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行　
政

10 月 　５日（月）
午後２時～４時

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

行政相談委員
大堀　由起子

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　　  ７日（水）
午前 10 時～正午 相川会館 行政相談委員

佐藤　耕治
山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　　  ８日（木）
午前 9 時～11 時

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

行政相談委員
遠藤　俊一

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

　　　  ９日（金）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

行政相談委員
小原　良一

市民生活課
☎（24）5285

　　　 15 日（木）
午前 10 時～正午

高郷公民館
研修室

行政相談委員
物江　光一

高郷総合支所住民課
☎（44）2111

　　　 23 日（金）
午後１時～４時 熊倉公民館 行政相談委員

小原　良一
市民生活課
☎（24）5285

人　
　
　
権

10 月 　５日（月）
午前９時～正午

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

人権擁護委員
五十嵐　純
筒井　弘
小島　早苗

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　　  ７日（水）
午前 10 時～正午 相川会館

人権擁護委員
眞部　弘之
斎藤　誠
神田　加代子

山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　　 15 日（木）
午後１時
　　  ～午後３時

保健センター３階
第３会議室

人権擁護委員
大島　陽平
神田　優子
荒川　修一
山本　純子
高橋　志保
須藤　宏子

市民生活課
☎（24）5285

　　　 15 日（木）
午前 10 時～正午

高郷公民館
研修室

人権擁護委員
石川　直子
齋藤　茂幸

高郷総合支所住民課
☎（44）2111

法　
律

10 月    20 日（火）
午後１時 30 分
　　  ～４時 25 分

本庁舎１階
相談室

県司法書士会
会津支部会員

市民生活課
☎（24）5285

　　　 23 日（金）
午前 10 時
　　  ～午後３時

本庁舎１階
相談室

弁護士
小池　達哉

市民生活課
☎（24）5285

消
費
生
活

月～金
（土・日・祝日を除く）
午前９時～正午
午後１時～４時

本庁舎１階
消費生活センター

消費生活相談員
權瓶　真弓
若林　理香

消費生活センター
☎（24）5353

※法律相談について、同年度内の相談は１回限りになります。

各種相談日 各種無料相談を行っています。相談を希望される方
は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩みごとや
困りごとなど気軽に相談してください。

休日の当番医（初期救急）･薬局

診療時間：午前９時～午後５時
休　日 病院・医院名・薬局名

10 月    ４日（日）

小野クリニック（沼田）
 ☎（22）0414

クオール薬局せきしば店
☎（21）1223

11 日（日）
医療生協きたかた診療所（押切東）
☎（23）3611

あすなろ薬局 ☎（21）1124

12 日（祝・月）
地域・家庭医療センター（西四ツ谷）
☎（24）5320

磐梯調剤薬局 ☎（23）5347

18 日（日）

くまたクリニック（塩川町東栄町）
☎（28）1233

ファーマライズしおかわ調剤薬局
☎（27）8425

25 日（日）
髙橋小児クリニック（関柴町上高額）
☎（25）7066

きたかた薬局☎（21）1201
※ 発熱など、かぜの症状のある方は、事前に電話を

してから受診してください。

こころの健康相談
日　時 内　容 場所・相談先

10 月  ６日（火）
午後１時 30 分

～３時 30 分
心の
健康相談

会津保健福祉事務所
☎ 0242（29）5275

開庁時間内（午前８時 30 分～午後５時 15 分）の納税
相談や来庁納付が難しい方は利用してください。
納 税 相 談

日　時 場　所 相　談　先
10 月   27 日（火）・29 日（木）
午後５時 15 分～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課 税制収納班
☎（24）5219

赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動・育児
などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。
相談を希望される方は、事前の電話予約をお願いします。

健 康 相 談

日　時 場　所 予　約　先
10 月   ８日（木）
午前９時 30 分～11 時 30 分 保健センター 保健課 健康推進室

☎（23）5834 または各総合支所住民課

病院に行くか、救急車を呼ぶか迷ったら
県救急電話相談

　相談時間：毎日 24 時間
　☎ 024-524-3020（短縮ダイヤル  #7119）
県こども救急電話相談

　相談時間：毎日 午後６時～翌朝８時
　☎ 024-521-3790（短縮ダイヤル  #8000）

休日の輪番制病院（2 次救急）

休　日 病院・医院名

10 月    ４日（日） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

11 日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

12 日（祝・月） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

18 日（日） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

25 日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

※事前に電話をしてから受診してください。
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喜多方市美術館 information

「造形教室」 のお知らせ
オリジナルのレザートレイを作る実技講座「造形教室」を開催します。
● 日　時：令和８年 10 月 31 日（土）
　　　　　 午前の部：午前 10 時～正午　午後の部：午後１時～３時
● 場　所：喜多方プラザ第 3 会議室
● 講　師：西  洋樹 氏（レザークラフト作家）
● 参加費：800 円　
● 対　象：小学 4 年生 ～ 一般
● 定　員：午前の部 10 人、午後の部 10 人（定員になり次第締め切ります）
● 持ち物：エプロンなど、汚れても良い服装で参加してください。

問 申  喜多方市美術館 ☎（23）0404（水曜日除く午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分）まで

喜多方プラザ催し物のご案内

問  喜多方プラザ  ☎（24）4611

図書館だより 新刊案内  （一部）
一般図書

・縁切りの宿 川越 宗一
・無音 櫛木 理宇
・ライク・アウトサイダー 鯨井 あめ
・殺し屋の出世術 野宮 有
・ローマ物語 ジュンパ・ラヒリ
・筋トレ解剖図鑑 坂詰 真二
・50 代からのグレイヘア 広瀬 裕子
・定年後のお金の悩み、解決します 荻原 博子
・本庶佑「私の履歴書」 本庶 佑
・ヤバい日本の住所 河合 太郎

児童図書
・トリのとりちがえ 高畠 那生
・心がたまらんかった あんの まさ恵
・まいごねこ 殿本 祐子
・ふざけないの、デイビッド ! デイビッド・シャノン
・ねこのニャンジャは 1 年生 村上 しいこ
・給食室から出られない !? 井上 よう子
・すごすぎる体のつくり図鑑 室生 暁
・すごすぎる夜空の図鑑 藤井 大地
・世界と日本の戦争遺産 歴史学習研究会
・10 歳からの図解でわかる国際機関 長谷川 智

◆開館時間　※状況により変更する場合があります。
○火～金 ………… 午前 9 時 30 分～午後 7 時
○土・日・祝日 … 午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分
◆休館日 ………… 10月5日（月）、13日（火）、
　　　　　　　　   19日（月）、26日（月）

問 申  図書館  ☎（22）1855

◆イベントのお知らせ◆
■おりがみアート & クラフト
　日　時：10月17日（土）午前10時～11時30分
　定　員：15 人（予約が必要です）
　参加費：100 円
　持ち物：のり・ヘラ
　場　所：図書館 2 階　第二閲覧室
■ユニット折り紙教室
　日　時：10月31日（土）午前10時～11時30分
　定　員：15 人（予約が必要です）
　参加費：100 円
　持ち物：のり
　場　所：図書館 2 階 　第二閲覧室
■第４回　読書感想画コンクール作品展
　開催日：10 月６日（火）～11 月１日（日）
　場　所：図書館 1 階ロビー　終日展示

▲ 完成イメージ

日　程 イベント名 開演時間 場　所 入場方法

10 月 31 日（土）
～11 月 1 日（日）

スタインウェイを
弾いてみよう

30 分間／１区分
午前９時 30 分～
午後４時 50 分

（10 区分）
大ホール

参加料：1,000 円／１区分
※ 喜多方プラザにて受け

付け中

11 月 23 日（月）
MATSURI

2nd コンサートツアー
～歌う門には福来る～

１部 午後１時 30 分
２部 午後５時 30 分 大ホール 指定先：7,700 円

※オンラインで販売中
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【表紙の写真】

令和８年８月１日現在／人口  40,079 人（男 19,425 人 女 20,654 人）  世帯数 15,974 世帯
７月中の動き／出生  17 人　死亡  61 人　転入  95 人　転出  75 人

　９月６日（日）、市内各地で町民運動会が開催され、熊倉町民大運動会でも各チームがさまざまな競技で白熱した
戦いを繰り広げ、大いに盛り上がりました。
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９月 12 日　関柴町敬老会９月 12 日　関柴町敬老会

９月 13 日　たかさと棚田ウォーク秋９月 13 日　たかさと棚田ウォーク秋
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９月 12 日　出張めごぷらざ in 塩川体育館９月 12 日　出張めごぷらざ in 塩川体育館

▲ 山中現  〈10 月〉  2003 年　紙・木版
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